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横浜市では、精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けて、まずは令
和２年中に18区に協議の場を設置することを目標に取り組んできました。
また、市の協議の場として横浜市自立支援協議会地域移行・地域定着部会を設置し、
区の協議の場の推進に向け、検討をしてきました。令和３年度は区域、市域において
課題解決に向けた取組を進めていきます。

精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築支援事業
自治体情報シート

精神障害にも対応した地域包
括ケアシステムの基盤づくり

横浜市
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横浜市

１ 県又は政令市の基礎情報

基本情報（都道府県等情報）

取組内容

・関係者向け説明会の開催

・お互いに支えあうための仕組みについての検討
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2 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた取組概要（全体）

横浜市
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３ 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた取組経緯（全体）

横浜市
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横浜市

４ 精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築に資する取組の成果・効果

＜令和２年度までの成果・効果＞

課題解決の達成度を測る指標 目標値
（Ｒ２年度当初）

実績値
（Ｒ２年度末）

具体的な成果・効果

①18区に協議の場を設置 ４区に協議の
場を設置

18区に協議の
場を設置

区域の地域課題解決の検討を行う場として、
18区に協議の場を設置

②市自立支援協議会に地域移行・地域定着部
会を設置

年３回開催 年２回開催 市域の協議の場において区の協議の場の設
置に向けた検討を行った

③区向け説明会を開催 開催 開催 協議の場の設置に向け、市の方向性などを
説明。区域で行っている個別支援の中から
地域課題を抽出し、地域づくりに展開していく
手法について学んだ。
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横浜市

５ 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた現時点における強みと課題

【特徴（強み）】
区福祉保健センター、精神障害者生活支援センター、基幹相談支援センターが行政区に１か所ずつ設置されている

課題解決の達成度を測る指標 現状値
（今年度当初）

目標値
（令和３年度末）

見込んでいる成果・効果

①18区の協議の場の推進 設置 推進 地域課題の継続した検討

②市自立支援協議会の開催 年２回開催 年２回開催 市域の取組の検討

③区向け説明会の開催 年１回 年１回 区の協議の場の推進

課題 課題解決に向けた取組方針 課題・方針に対する役割（取組）

社会資源はあるものの、有機
的な連携がしきれていない

１８区・精神科病院向けの説明会を開催し、
説明会を開催し、協議の場の推進を図る

行政

医療

福祉

その他関係機関・住民等

現行の基盤を含めた整備・見
直し

現行の支援体制の中にある全市的な課題
について見直す。

行政

医療

福祉

その他関係機関・住民等

区福祉保健センター、精神障害
者生活支援センター、基幹相談
支援センターの３機関が中心と
なり、医療・地域の関係機関と

協力しながら取り組む
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横浜市

６
精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた
今年度の取組スケジュール

時期（月） 実施する項目 実施する内容

R３年８月

10月

R４年１月

通年

市自立支援協議会地域
移行・地域定着部会の
開催

区・病院向け説明会の
開催

市自立支援協議会地域
移行・地域定着部会の
開催

庁内関係各課への説明

区域の取組状況の確認及びフィードバック等の検討
今年度の取組についての説明

地域共生社会の実現に向けた取組についての説明と精神障
害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた協議の
場の推進

お互いに支えあえる仕組みについての検討

精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの取組について
庁内関係各課へ説明し、構築に向けた理解促進



8

７
精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた
今年度の特別に考える必要がある事項について

考えられる事項
想定される次期

（方向性判断の必要性が
考えらえれる次期）

実施する内容

市自立支援協議会が集合形
式で実施することが困難とな
る

外部で実施する研修に参加が
しづらい状況

令和３年８月、令和４年１
月

秋～冬

WEB会議ツール（Zoom、Webexなど）を活
用し、開催

研修内容を録画、Youtube配信を行うなど

視聴できる体制づくりをし、発信を止めな
い

横浜市
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